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名
古
屋
市
千
種
区
平
和
公
園

内
、
旧
陸
軍
墓
地
の
一
角
に
、

日
露
戦
争
で
捕
虜
と
な
り
名
古

屋
で
亡
く
な
っ
た
15
名
の
ロ
シ

ア
兵
士
の
碑
と
慰
霊
塔
が
あ
り

ま
す
。

１
９
９
０
年
に
発
見
さ
れ
た

当
時
、
墓
碑
は
1
つ
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
名
古
屋
ハ

リ
ス
ト
ス
正
教
会
や
在
大
阪
ロ

シ
ア
連
邦
総
領
事
館
の
調
査
に

よ
り
15
名
全
員
の
名
前
が
判
明

し
、
１
９
９
３
年
に
墓
地
は
修

復
、
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
以
後

毎
年
4
月
の
第
１
日
曜
日
に
日

本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
愛
知
県
連

と
名
古
屋
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

が
共
同
で
慰
霊
祭
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
４
月
１
日

（
日
）
午
後
２
時
よ
り
ロ
シ
ア

兵
墓
地
慰
霊
祭
を
お
こ
な
い
ま

す
。
在
大
阪
ロ
シ
ア

連
邦
総
領
事
館
リ
ャ

ボ
フ
総
領
事
お
よ
び

N
P
O

法
人
ロ
シ
ア
と

の
友
好
・
親
善
を
す

す
め
る
会
、
日
ロ
友

好
愛
知
の
会
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
協
会
会
員
、

日
ロ
交
流
に
関
心
を

持
つ
方
々
の
参
加
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
多
く
の
会
員
の
み
な
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（
交
通
）
地
下
鉄
東
山
線

「
星
ケ
丘
」
下
車
、
市
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
1
番
の
り
ば
か
ら
「
地

下
鉄
自
由
ケ
丘
」
行
き
（
毎
時

08
分
と
38
分
）
に
乗
車
、
「
平

和
公
園
」
下
車
。
ま
た
は
、
地

下
鉄
名
城
線
「
自
由
ケ
丘
」
下

車
、
市
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
1
番

の
り
ば
か
ら
「
星
ケ
丘
」
行
き

（
毎
時
05
分
と
35
分
）
に
乗
車
、

「
平
和
公
園
」
下
車
。
墓
地
は

バ
ス
停
の
す
ぐ
前
に
あ
り
ま
す
。

桜
満
開
の
お
り
は
交
通
渋
滞
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

慰
霊
祭
概
要

来
賓
挨
拶
、

慰
霊
塔
へ
の
献
花
、
パ
ニ
ヒ
ダ
、

15
名
の
墓
碑
へ
の
献
花
、
献
歌

（
合
唱
団
「
ミ
ー
ル
」
）
、
パ

ミ
ン
キ
（
追
善
の
も
て
な
し
）

雨
天
決
行
で
す
が
、
雨
天
の
場

合
パ
ミ
ン
キ
は
中
止
し
ま
す
。

第
71
回
ロ
シ
ア
語
能
力
検
定
試

験
が
５
月
27
日
（
日
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
今
回
は
３
級
と
４
級

の
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

４
級
は
午
前
10
時
か
ら
筆
記

試
験
（
文
法
、
露
文
和
訳
、
和

文
露
訳
）
が
、
11
時
30
分
か
ら

テ
ク
ス
ト
の
朗
読
（
録
音
）
が

行
わ
れ
ま
す
。

３
級
は
午
後
１
時
か
ら
筆
記

試
験
（
文
法
、
露
文
和
訳
、
和

文
露
訳
）
が
、
午
後
３
時
か
ら

聴
取
試
験
、
３
時
20
分
か
ら
テ

ク
ス
ト
の
朗
読
（
録
音
）
が
行

わ
れ
ま
す
。

検
定
料
は
４
級
５
０
０
０
円
、

３
級
６
０
０
０
円
で
、
４
月
１

日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
端
末
ま
た

は
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
愛
知
県
連

合
会
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

合
格
発
表
は
７
月
11
日
（
水
）

で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
自
分
の

ロ
シ
ア
語
能
力
を
試
し
て
み
ま

せ
ん
か

な
お
10
月
に
行
わ
れ
る
第
72

回
試
験
で
は
、
１
級
か
ら
４
級

ま
で
す
べ
て
の
級
の
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
。

今
回
の
ロ
シ
ア
語
能
力
検
定

試
験
に
先
立
ち
、
愛
知
県
連
で

は
対
策
講
座
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
も

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

４
級
受
検
ク
ラ
ス

５
月
20
日
（
日
）
10
時
～
12
時

３
級
受
検
ク
ラ
ス

5
月
20
日
（
日
）
13
時
～
15
時

申
込
締
切

5
月
16
日
（
水
）

午
後
５
時

各
ク
ラ
ス
２
名
以
上
で
開
講

「
父
、
帰
る
」
「
裁
か
れ
る
は

善
人
の
み
」
な
ど
で
世
界
的
に

高
く
評
価
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の

ア
ン
ド
レ
イ
・
ズ
ビ
ャ
ギ
ン

ツ
ェ
フ
監
督
が
、
失
踪
し
た

息
子
の
行
方
を
追
う
身
勝
手

な
両
親
の
姿
を
美
し
く
も
冷

や
や
か
な
映
像
で
描
き
、
２

０
１
７
年
・
第
70
回
カ
ン
ヌ

国
際
映
画
祭
で
審
査
員
賞
を
受

賞
し
た
サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
。

一
流
企
業
で
働
く
ボ
リ
ス
と
美

容
院
を
経
営
す
る
ジ
ェ
ー
ニ
ャ

の
夫
婦
。
離
婚
協
議
中
の
二
人

に
は
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の

パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
て
、
早
く
新

し
い
生
活
に
入
り
た
い
と
い
ら

立
ち
を
募
ら
せ
て
い
た
。
12
歳

に
な
る
息
子
の
ア
レ
ク
セ
イ
を

ど
ち
ら
が
引
き
取
る
か
に
つ
い

て
言
い
争
い
、
罵
り
あ
う
二
人
。

耳
を
ふ
さ
ぎ
な
が
ら
両
親
の
口

論
を
聞
い
て
い
た
ア
レ
ク
セ
イ

は
、
あ
く
る
朝
、
学
校
に
出
か

け
た
ま
ま
行
方
不
明
に
な
っ
て

し
ま
う
。
二
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
々
の
手
も
借
り
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
必

死
で
息
子
を
探
し
始
め
る
。
息

子
は
無
事
に
見
つ
か
る
の
だ
ろ

う
か
、
そ
れ
と
も
…
…
。

伏
見
ミ
リ
オ
ン
座
で
４
月
７
日

（
土
）
か
ら
上
映
。
１
２
７
分

日本ユーラシア協会とは
旧ソ連邦に住む諸国民との

相互理解と友好を進める

（旧）日ソ協会の統一した名

称です
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第
28
回
ロ
シ
ア
兵
墓
地
慰
霊
祭
に
参
加
を

4
月
１
日
（
日
）
14
時
～

平
和
公
園
に
て

第
71
回
ロ
シ
ア
語
能
力
検
定
試
験

３
級
と
４
級
を
実
施

５
月
27
日
（
日
）
愛
知
民
主
会
館
に
て

キ
ル
ギ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
日
本
合
作
映

「
馬
を
放
つ
」

3
月
31
日
か
ら
名
演
小
劇
場
で
上
映

中
央
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
美

し
い
国
キ
ル
ギ
ス
の
あ
る
村
。

村
人
た
ち
か
ら"

ケ
ン
タ
ウ
ロ

ス"

と
呼
ば
れ
て
い
る
物
静

か
で
穏
や
か
な
男
は
、
妻

と
息
子
の
３
人
で
つ
つ
ま

し
く
暮
ら
し
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
彼
に
は
誰

に
も
明
か
せ
な
い
秘
密
が

あ
っ
た
―
―
。

彼
は
あ
る
理
由
か
ら
、

キ
ル
ギ
ス
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

伝
説
を
信
じ
、
夜
な
夜
な
馬
を

盗
ん
で
は
野
に
放
っ
て
い
た
の

だ
っ
た
。
次
第
に
馬
泥
棒
の
存

在
が
村
で
問
題
に
な
り
、
犯
人

を
捕
ま
え
る
為
に
罠
が
仕
掛
け

ら
れ
る
が
…
。

監
督
は
「
あ
の
娘
と
自
転
車

に
乗
っ
て
」
、
「
明
か
り
を
灯

す
人
」
な
ど
で
国
際
的
に
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
キ
ル
ギ
ス
の

名
匠
ア
ク
タ
ン
・
ア
リ
ム
・
ク

バ
ト
。
自
ら
主
演
を
つ
と
め
て

い
る
。

ロ
シ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
ギ
ー
合
作
映
画

「
ラ
ブ
レ
ス
」

４
月
７
日
か
ら
伏
見
ミ
リ
オ
ン
座
で
上
映

【写真 昨年の慰霊祭の様子】

第
63
回
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
愛
知
県
連
合
会
総
会

独
創
的
で
、
前
向
き
な
提
案
を

６
月
３
日
（
日
）
11
時
～
16
時

愛
知
民
主
会
館
２
階
会
議
室

第
63
回
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協

会
愛
知
県
連
合
会
総
会
が
６
月

３
日
に
開
か
れ
ま
す
。
記
念
講

演
は
名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
講
師
の
中
山
顕
氏
に

「
社
会
主
義
革
命
史
研
究
の
す

す
め
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。
記
念
講
演

は
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。
（
参
加
費
５
０
０
円
、

会
員
は
無
料
）

1
年
間
の
愛
知
県
連
の
活
動

方
針
を
決
め
る
総
会
で
す
。
活

動
が
楽
し
く
、
元
気
に
な
る
よ

う
な
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

久
し
ぶ
り
の
ロ
シ
ア
語
サ
ロ

ン
の
ゲ
ス
ト
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
国
籍
の
ゴ
ア
ー
ル
・
シ
ャ
イ

バ
ジ
ャ
ー
ン
さ
ん
で
す
。
名
古

屋
大
学
法
学
部
で
学
び
、
現
在

は
二
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
な

が
ら
名
古
屋
で
働
く
彼
女
に
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
ょ
う
。
お

話
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
へ
の
留

学
を
決
め
た
理
由
」
で
す
。

ロ
シ
ア
語
サ
ロ
ン
は
小
さ
な
ロ

シ
ア
語
教
室
を
会
場
に

ゲ
ス

ト
の
お
話
を
聞
き
、
質
問
し
た

り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
す
る

気
軽
な
集
ま
り
で
す
。
紅
茶
と

お
菓
子
で
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も

あ
り
、
ロ
シ
ア
語
の
腕
試
し
を

し
た
い
方
も
、
ロ
シ
ア
語
が
わ

か
ら
な
い
方
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
（
ロ
シ
ア
語

で
の
発
言
は
す
べ
て
日
本
語
に

通
訳
し
ま
す
の
で
ご
心
配
な
く
）

場
所

愛
知
民
主
会
館
３
階

ロ
シ
ア
語
教
室

会
場
が
手
狭
で
す
の
で
、
お

早
く
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
申
し
込
み
後
、
欠
席

さ
れ
る
場
合
は
必
ず
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

参
加
費

１
２
０
０
円
（
会

員
は
８
０
０
円
）

申
し
込
み

メ
ー
ル

k
o
ko
s
hk
a
20
1
1
@
g
m

ai
l

.co
m

電
話

０
５
２
‐
９
３
２
‐

７
２
１
１

ゴ
ア
ー
ル
・
シ
ャ
イ
バ
ジ
ャ
ー
ン
さ
ん

「
日
本
へ
の
留
学
を
決
め
た
理
由
」

3
月
25
日
（
日
）
14
時
～
16
時

第
96
回
ロ
シ
ア
語
サ
ロ
ン
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そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、

近

の
強
く
な
っ
て
い
る
「
下
か
ら

の
」
歴
史
の
顕
彰
運
動
と
し
て

「
不
滅
の
連
隊
」
と
い
う
運
動

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い

う
も
の
か
と
い
う
と
、
５
月
９

日
の
戦
勝
記
念
日
に
、
い
わ
ゆ

る
第
二
次
世
界
大
戦
、
独
ソ
戦
、

大
祖
国
戦
争
に
参
加
し
た
自
分

の
親
戚
の
肖
像
画
を
掲
げ
て
み

ん
な
で
町
の
中
心
を
行
進
す
る

と
い
う
社
会
運
動
で
す
。
こ
の

話
を
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
先
生
に

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
先
生
の
話

に
よ
る
と
、
「

近
の
ロ
シ
ア

で
は
自
分
の
家
族
の
こ
と
を
思

い
返
す
た
め
に
肖
像
画
を
掲
げ

て
自
発
的
に
集
ま
っ
て
行
進
す

る
と
い
う
の
は
、
や
っ
て
る
。

そ
れ
は
赤
の
広
場
で
行
わ
れ
て

い
る
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
よ
う
な

国
家
が
主
催
す
る
も
の
と
違
っ

て
自
発
的
に
自
分
の
家
族
の
こ

と
を
思
い
出
そ
う
と
し
て
集
ま
っ

て
い
る
運
動
で
、
大
変
美
し
く

て
、
す
ば
ら
し
い
の
よ
」
と
説

明
し
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
こ

の
運
動
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ

の
サ
イ
ト
を
見
る
と
、
本
当
に

下
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
な

ん
で
す
ね
。

運
動
の
き
っ
か
け
は
チ
ュ
メ

ニ
と
い
う
シ
ベ
リ
ア
の
地
域
に

住
む
年
金
生
活
者
が
、
あ
る
夜

見
た
夢
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
チ
ュ

メ
ニ
に
住
む
ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
・

イ
ワ
ー
ノ
フ
さ
ん
と
い
う
人
が

夢
を
見
た
と
。
そ
れ
が
ど
う
い

う
夢
か
と
い
う
と
戦
勝
記
念
日

に
チ
ュ
メ
ニ
の
町
の
目
抜
き
通

り
を
住
民
の
隊
列
が
移
動
し
て

い
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
手
に
大

祖
国
戦
争
に
参
加
し
た
親
類
の

肖
像
を
掲
げ
て
い
る
ん
だ
と
。

そ
れ
が
す
ご
く
印
象
が
強
か
っ

た
の
で
是
非
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
友
達
に
声
を
か
け
て
始

め
た
。

初
の
２
０
０
７
年
は

数
人
で
始
ま
っ
た
け
ど
、
次
の

年
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
隊
列
が

組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

い
い
ね
と
い
う
こ
と
で
ほ
か
の

町
に
も
広
が
っ
て
い
っ
て
、
２

０
１
３
年
に
不
滅
の
連
隊
と
い

う
名
前
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

首
都
モ
ス
ク
ワ
に
つ
い
て
い

う
と
、
２
０
１
０
年
に
初
め
て

始
ま
っ
て
、
２
０
１
５
年
か
ら

赤
の
広
場
で
こ
の
行
進
を
や
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。
プ
ー

チ
ン
大
統
領
が
、
自
分
の
お
父

さ
ん
も
戦
争
に
参
加
し
て
い
ま

す
か
ら
父
の
肖
像
画
を
掲
げ
先

頭
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
２

０
１
６
年
に
は
７
０
万
人
が
参

加
し
て
い
て
延
々
５
時
間
こ
の

パ
レ
ー
ド
が
続
い
て
い
て
、
し

か
も
ロ
シ
ア
の
国
営
放
送
が
そ

れ
を
ず
っ
と
流
し
て
い
る
。
あ

る
意
味
で
高
揚
感
が
あ
る
運
動

な
ん
で
す
ね
。
ゲ
オ
ル
ギ
ー
の

リ
ボ
ン
や
不
滅
の
連
隊
か
ら
見

る
と
こ
ろ
、

近
の
ロ
シ
ア
で

は
「
市
民
の
自
発
性
」
と
い
う

も
の
が
非
常
に
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
（
続
く
）

2
月
24
日
（
土
）
、
愛
知
民

主
会
館
で
北
陸
・
関
西
・
東
海

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
、

石
川
、
京
都
、
大
阪
、
愛
知
か

ら
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
会

議
は
13
時
30
分
に
開
会
し
、
ま

ず
杉
浦
一
孝
愛
知
県
連
会
長
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
い
さ

つ
の
中
で
杉
浦
会
長
は
矢
部
宏

治
の
本
、
「
知
っ
て
は
い
け
な

い

隠
さ
れ
た
日
本
支
配
の
構

造
」
を
紹
介
し
、
そ
の
中
で

「
ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
返
還

交
渉
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
が
求

め
て
い
る
、
返
還
し
た
北
方
領

土
に
米
軍
基
地
を
作
ら
な
い
と

い
う
確
約
は
決
し
て
で
き
ず

（
米
軍
は
日
本
の
ど
こ
に
で
も

基
地
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
密
約
が
あ
る
の
で
）
、
し

た
が
っ
て
北
方
領
土
が
返
還
さ

れ
る
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
あ
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
日
本
が
軍

事
的
に
ア
メ
リ
カ
に
従
属
し
た

状
態
で
は
北
方
領
土
は
帰
っ
て

こ
な
い
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
「
『
法
治
国
家
』
ロ

シ
ア
に
と
っ
て
の
ク
リ
ミ
ア
編

入
」
と
い
う
演
題
で
名
古
屋
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
佐
藤

史
人
准
教
授
の
基
調
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
法

に
つ
い
て
ロ
シ
ア
は
レ
ー
ク
ス

型
の
考
え
―
法
（
権
利
）
と
法

律
を
区
別
せ
ず
、
法
律
の
み
を

法
と
み
な
す
。
法
は
権
力
者
の

命
令
だ
と
い
う
考
え
方
―
が
帝

政
ロ
シ
ア
、
ソ
連
時
代
か
ら
現

在
に
ま
で
続
い
て
い
る
と
ロ
シ

ア
の
法
に
対
す
る
考
え
方
を
紹

介
し
た
後
、
２
０
１
４
年
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
編
入
の

法
的
問
題
点
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

14
時
55
分
か
ら
榊
正
明
本
部

副
理
事
長
に
よ
り
第
56
回
全
国

総
会
方
針
案
が
提
案
さ
れ
、
討

議
が
石
川
、
京
都
、
大
阪
、
愛

知
の
活
動
報
告
を
含
め
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
域
間
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
日
本
語
委
員
会
、
全
国
巡

回
講
演
会
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

後
に
、
浜
上
満
石
川
県
連
副
理

事
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
会
を

閉
じ
ま
し
た
。

17
時
か
ら
同
じ
場
所
で
夕
食

を
食
べ
な
が
ら
懇
親
会
を
行
い
、

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

９
月
18
日
（
月
）
朝
10
時
半

に
友
人
の
セ
ル
ゲ
イ
さ
ん
が
ホ

テ
ル
の
ロ
ビ
ー
ま
で
来
て
く
れ

て
、
ま
ず
銀
行
へ
行
っ
て
両
替

を
し
た
。
１
ド
ル
＝
59
ル
ー
ブ

ル
だ
っ
た
。
セ
ン
ナ
ヤ
広
場
駅

か
ら
地
下
鉄
に
乗
っ
た

が
、
１
回
45
ル
ー
ブ
ル

で
、
ど
こ
ま
で
乗
っ
て

も
料
金
は
同
じ
だ
。
５

０
０
ル
ー
ブ
ル
札
を
自

販
機
に
入
れ
る
と
ジ
ェ

ト
ン
11
枚
と
５
ル
ー
ブ

ル
硬
貨
が
出
て
く
る
。

ジ
ェ
ト
ン
は
５
ル
ー
ブ

ル
硬
貨
と
よ
く
似
て
い

る
の
で
要
注
意
。
乗
る

と
き
に
ジ
ェ
ト
ン
を
投

入
口
に
入
れ
る
と
バ
ー

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
、

通
る
こ
と
が
で
き
る
。
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
の
地
下
鉄
は
深
い
と
こ

ろ
を
走
っ
て
い
る
の
で
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
も
長
く
ホ
ー
ム
ま
で

数
分
か
か
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

地
下
鉄
か
ら
出
る
と
き
に
は
改

札
機
は
な
く
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
降
り
る
と
す
ぐ
に
出
口
が
あ

る
。モ

ス
コ
ー
フ
ス
カ
ヤ
駅
で
地

下
鉄
を
降
り
、
プ
ー
シ
ュ
キ
ン

行
き
の
マ
ル
シ
ュ
ル
ー
ト
カ
に

乗
る
。
運
賃
は
40
ル
ー
ブ
ル
で
、

バ
ス
は
15
～
16
人
乗
り
の
小
型

バ
ス
で
あ
る
。
途
中
の
バ
ス
停

で
止
ま
っ
て
、
な
か
な
か
動
き

出
さ
な
い
の
で
ど
う
し
た
ん
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
ほ
か

の
バ
ス
の
運
転
手
が
や
っ
て
き

て
私
た
ち
の
バ
ス
の
運
転
手
と

言
い
争
い
に
な
り
、
別
の
運
転

手
が
仲
裁
に
や
っ
て
き
て
何
と

か
収
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
バ
ス

は
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
だ
し
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
か
と
ハ
ラ

ハ
ラ
。
１
時
間
ほ
ど
で
プ
ー
シ
ュ

キ
ン
に
到
着
。

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
宮
殿
の
入
口

で
入
場
券
（
１
２
０
ル
ー
ブ
ル
）

を
買
っ
て
中
に
入
る
が
、
こ
の

入
場
券
は
庭
園
の
入
場
券
だ
っ

た
。
青
と
白
に
塗
ら
れ
た
壮
麗

な
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
宮
殿
が
目
の

前
に
現
れ
る
が
、
こ
こ
に
入
る

に
は
長
い
行
列
が
あ
っ
た
。
15

分
間
隔
で
入
場
さ
せ
て
い
る
と

い
う
電
光
表
示
板
が
建
物
の

入
り
口
に
あ
っ
た
。
待
つ
こ

と
40
分
、
よ
う
や
く
エ
カ
テ

リ
ー
ナ
宮
殿
の
中
に
入
る
こ

と
が
で
き
た
が
、
中
も
す
ご

い
人
で
、
ま
ず
宮
殿
の
入
場

券
（
１
０
０
０
ル
ー
ブ
ル
）

を
買
い
、
荷
物
や
上
着
を
ク

ロ
ー
ク
に
預
け
る
。
外
を
見

る
と
雨
が
降
り
出
し
て
い
る
。

建
物
の
中
で
更
に
並
ん
で
待

つ
こ
と
40
分
。
床
を
傷
め
な

い
よ
う
に
靴
に
カ
バ
ー
を
つ
け

て
、
よ
う
や
く
宮
殿
見
学
の
ス

タ
ー
ト
。

初
に
見
た
の
は
舞

踏
の
間
で
大
き
な
部
屋
の
白
い

壁
に
黄
金
の
装
飾
が
全
面
に
施

さ
れ
、
明
か
り
が
灯
さ
れ
て
い

て
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
豪
華
さ

だ
っ
た
。
天
井
に
は
絵
が
描
か

れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
部
屋

が
次
々
と
続
き
、
中
で
も
圧
巻

だ
っ
た
の
は
琥
珀
の
間
で
、
壁

一
面
に
琥
珀
が
埋
め
込
ま
れ
て

い
た
。
こ
こ
だ
け
は
写
真
撮
影

禁
止
だ
っ
た
。
エ
カ
チ
ェ
リ
ー

ナ
宮
殿
も
中
国
人
団
体
客
が
多

く
、
世
界
中
ど
こ
に
行
っ
て
も

中
国
人
だ
ら
け
だ
。
20
年
前
に

こ
こ
を
訪
れ
た
と
き
は
行
列
な

ど
な
く
す
ぐ
に
入
る
こ
と
が
で

き
た
の
に
…
。

帰
り
の
バ
ス
は
40
分
ぐ
ら
い

で
モ
ス
コ
ー
フ
ス
カ
ヤ
駅
ま
で

行
き
、
セ
ン
ナ
ヤ
広
場
の
チ
ェ

ブ
レ
キ
の
店
で
遅
い
昼
食
を
と
っ

た
。
大
き
さ
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
の
で
Ｍ
サ
イ
ズ
を
頼
ん
だ
ら
、

小
さ
く
て
空
腹
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
ホ
テ
ル
に

戻
り
、
Ｓ
さ
ん
夫
婦
が
近
く
の

ス
ー
パ
ー
に
ビ
ー
ル
や
つ
ま
み

を
買
い
物
に
行
っ
て
く
れ
た
が
、

日
本
の
ス
ー
パ
ー
と
の
違
い
に

戸
惑
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
買
い

物
か
ご
に
商
品
を
入
れ
て
買
い

物
す
る
の
は
同
じ
だ
が
、
レ
ジ

で
は
自
分
で
品
物
を
か
ご
か
ら

出
し
て
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
上

に
乗
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

レ
ジ
の
お
姉
さ
ん
は
商
品
を
セ

ン
サ
ー
に
当
て
、
品
物
を
向
こ

う
側
へ
移
し
て
お
金
を
も
ら
う

だ
け
。
袋
を
持
っ
て
な
い
場
合

は
袋
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
Ｓ
さ
ん
は
次
の
人
が
買
っ
た

袋
を
、
自
分
た
ち
に
く
れ
た
袋

だ
と
勘
違
い
し
て
取
っ
た
の
で

怒
ら
れ
た
そ
う
だ
。
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
ス
プ
ー
ン
が
ほ
し
い
と
言
っ

た
が
「
な
い
」
と
言
わ
れ
た
と

怒
っ
て
い
た
。
ス
プ
ー
ン
は
ホ

テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
借
り
て

き
て
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
た
。

（
次
号
に
続
く
）

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
旅
行
記
③

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
宮
殿
へ
出
か
け
る

田

口

龍

司

総会記念講演

「
歴
史
的
シ
ン
ボ
ル
と
ロ
シ
ア
」
⑨

「
下
か
ら
」
の
歴
史
の
顕
彰
運
動
と
し
て
の

「
不
滅
の
連
隊
」
運
動

名
古
屋
大
学
准
教
授

佐
藤
史
人

投 稿

北
陸
・
関
西
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催

２
月
24
日
（
土
）
愛
知
民
主
会
館
に
て

31
名
が
参
加
し
て
、
熱
心
に
討
議

愛
知
県
民
主
会
館
建
設
基
金

募
金
応
募
者
（
敬
称
略
）

（
２
月
１
日
～
２
月
28
日
）

市
川
春
季

合
計
１
０
、
０
０
０
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【写真 エカテリーナ宮殿正面】

【写真 エカテリーナ宮殿内部】

《
訂
正
と
お
詫
び
》

２
０
１
８
年
2
月
号
の
記
事
、

総
会
記
念
講
演
「
歴
史
的
シ
ン

ボ
ル
と
現
代
ロ
シ
ア
」
の
中
で

見
出
し
及
び
本
文
中
に
間
違
い

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

見
出
し

誤

歴
史
の
検
証

正

歴
史
の
顕
彰

本
文

誤

記
憶
の
検
証

正

記
憶
の
顕
彰


